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秋冬に美⽩ケアをやめると、「シミ・リバウンド」現象が発⽣！ 
資⽣堂は、「肌の乾燥＝シミ悪化の要因」という、乾燥とシミの相関関係に着⽬  

秋冬に美⽩ケアをやめる約 41％※1 の⼥性が、実は「シミ・リバウンド」現象の予備軍であるという事実も。 
「シミ・リバウンド」を防ぐ美⽩ケアを提唱するサイト「秋冬美⽩応援団」を 8 ⽉ 24 ⽇（⽔）に開設。 

 
株式会社資⽣堂（本社：東京都港区 社⻑：⿂⾕ 雅彦）は、2000 年初頭から続けているシミ特有の肌⽣理の研究

の中で 
新たにシミ⽣成のメカニズム“乾燥とシミ悪化因⼦の相関関係”に着⽬し、シミ悪化の要因が紫外線だけでなく、乾燥
にもあることを突き⽌めました。美⽩化粧品ユーザーの約 3 ⼈に 1 ⼈が※2 秋冬に美⽩ケアを中⽌してしまう現状をふ
まえ、乾燥が原因となって⽣成されるシミに対する新しい美⽩提案をすることで、年間を通じた正しい美⽩ケアを、
提唱します。その活動の⼀環として 8 ⽉ 24 ⽇（⽔）より「秋冬美⽩応援団 URL:http://www.beauty-co.jp/bihaku/」
サイトを開設し、シミ・リバウンドを防ぐための正しいノウハウ等情報を紹介していきます。 

 
① これまでの秋冬期のシミに対する考え⽅ 

⼀般的に秋冬の美⽩の悩みは、肌のくすみや、透明感のなさが挙げられ、乾燥、肌のターンオーバーの不調や⾎液
循環の不調で起こります。⼀⽅、シミについては紫外線が最も重要な悪化要因であると認識されているため、お客さ
まの多くは紫外線が弱くなる秋冬はシミのケアをそれほど気にしなくていい時期であると考えています。 

 
② 資 ⽣ 堂 が 突 き ⽌めた「乾燥とシミの

関係」とは？ 
シミ部位特有の 肌状態の研究を通じ

て、シミ部分ではシ ミ悪化因⼦が多く存
在する事、そのシミ 悪化因⼦は肌の乾燥
刺激によっても肌 内で増える事を明ら
かにし、紫外線の弱 まる秋冬の時期では
乾燥に気を付ける べき要因があること
を突き⽌めました。 

肌の乾燥を放っ ておくと、本来シミの
ケアに有効な紫外 線量が減少する秋冬
に、シミの悪化に都 合のよい環境を与え
てしまうことにつ ながるのです。 
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③ 資⽣堂が定義する「シミ・リバウンド」とは？ 

「シミ・リバウンド」とは、春夏に美⽩ケアを続けてい
た時には抑⽌出来ていた肌内部のメラニン⽣成が、秋冬に
美⽩ケアを⽌めてしまう事で肌内部のメラニン環境が美⽩
ケアを始める前の状態に戻ってしまう事です。秋冬に紫外
線が弱くなる事でつい油断して美⽩ケアを⽌めてしまうこ
とで⽣じます。 

⼥性たちの肌悩み調査では、1 年を通じて「シミ」が 1
位に挙がります※3 が、そう感じながらも秋冬に約３⼈に 1
⼈が美⽩ケアをやめてしまっていることが分かっています。
秋冬に美⽩をやめてしまう約 41％の⼥性が、実は「シミ・
リバウンド」予備軍であるという調査結果も出ています。※

1 

④ 秋冬美⽩専⽤情報サイト「秋冬美⽩応援団」 
8 ⽉ 24 ⽇（⽔）より、秋冬美⽩専⽤情報サイト「秋冬美⽩応援団」を⽴ち上げます。 

資⽣堂が着⽬した、「乾燥とシミ」の相関関係を元に、秋冬の美⽩の必要性を伝え、「シミ・リバ
ウ ン ド 」 を 防 ぐ 正 し い 美 ⽩ ケ ア を 訴 求 し ま す 。 秋 冬 美 ⽩ 応 援 団 URL ：
http://www.beauty-co.jp/bihaku/ 
 
資⽣堂研究員、佐藤 潔が語る “乾燥とシミ悪化因⼦の相関関係” 

この度、我々の研究の結果、秋冬のシミ悪化要因の⼀つが乾燥刺激により発⽣するシミ悪化因⼦であることを
突き⽌めました。この発⾒は 2002 年頃に肌の乾燥部位の特徴的な因⼦の研究をしていたときに遡ります。⼀⽅で、
同時期に着⼿したシミ研究では、化粧品業界でいち早く遺伝⼦解析という最先端テクノロジーを⽤いて、およ
そ 30,000 個にも及ぶ遺伝⼦を解析し、シミの特徴を次々に明らかにしてきました。資⽣堂の膨⼤な過去の蓄
積データを振り返った結果、これらの全く異なる乾燥とシミの２つの研究の偶然の共通点に気付き、この解析を
通して、今回の新着⽬である「乾燥とシミの相関関係」を紐解く事が出来たのです。 

⽇本のスキンケア市場の中で美⽩市場は最⼤規模を占め、⼥性の美⽩意識は年々⾼まっています。真の美⽩ケアを
実現するためには、秋冬も美⽩ケアを続けて「シミ・リバウンド」を防ぐことが⼤切なのです。 
 
佐藤 潔 
株式会社資⽣堂 ライフサイエンス研究センター ⽪膚科学研究グループ グループマネージャー 
⼊社後、シミ、そばかすの原因であるメラニン⽣成に関する研究を担当。後にニューヨーク⼤学⽪膚科へも留学し、メラニン⽣成
に関する研究を深める。帰国後は美⽩薬剤研究開発に加え、製品開発や美⽩に関する正しい知識の普及にも努める。美⽩関連研究
開発歴は 23 年。 
 
「シミ・リバウンド」のリスク 

松倉 HEBU 代官⼭ 院⻑ 草野貴⼦医師が語る＜シミ・リバウンドと秋冬美⽩の重要性＞ 

クリニックに来院される患者様で⼀番多い悩みが“シミ”です。 
その悩みは⼀年を通して多く、クリニックに来る美意識の⾼い⼈は 365 ⽇、シミ対策に勤しんでいますが、そういう
⽅はごく⼀部で、 
⼀般的には春〜夏の終わりまで美⽩を意識するという⼈がほとんどです。 

http://www.beauty-co.jp/bihaku/


 

今までは紫外線が原因でできたシミに関しても、肌の乾燥や、肌内部の微弱炎症、そのほかのターンオーバーを低下
させる要因により、シミの悪化につながると⾔われていましたが、今回資⽣堂の発表した「乾燥とシミの相関関係」
の知⾒により「シミ悪化因⼦」というメラノサイトを活性化させ、メラニンを産⽣させるシグナルがシミ構造の中で
多く発⽣しているという事がわかったのです。シミの根本要因ですね。 それにより、「肌の乾燥ダメージ＝シミ悪化
のリスク」というきちんとした認識が醸成され、秋冬の美⽩に対する意識が変わってくる良きタイミングであると思
います。気温が低くなると紫外線ダメージやシミのリスクを意識しなくなってしまうのですが、今回の発表を機に、
通年美⽩の⼤切さを理解される⽅が改めて増えてくると考えます。乾燥刺激・美⽩の中断によるシミ悪化因⼦の増加
も念頭に置き、美⽩＋保湿ケアを紫外線が強い春夏のみ⾏うのではなく、秋冬もしっかりとケアして、⼀年中意識し
て美⽩ケア⾏うのが⼤切であると、⾔えます。 
 
草野 貴⼦ 医師（松倉 HEBE DAIKANYAMA 院⻑） 
⽇本形成外科学会認定専⾨医 
帝京⼤学医学部卒業、京都⼤学付属病院など⼤学病院を経て、都内美容外科クリニック院⻑などを歴任。 
⽇本形成外科学会認定専⾨医の知識を活かし、正しい美容医療を⾏う。2012 年１⽉より現職。 
 

※1 ※3：調査委託先：マクロミル調査より（25〜59 才⼥性 N 数：1000 名） 
※2：インテージ Lyche15〜69 歳スキンケア使⽤⼥性 

 

 本件に関するお問い合わせ先 
HAKU 事務局（フライシュマン・ヒラード・ジャパン株式会社内） 緒⽅・今野・松野・芳賀 

Tel：03-6731-4080 Fax：03-6204-4142 
E-mail： haku-info@bluecurrentgroup.com 
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